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二
中
地
区
文
化
祭
を
終
え
て

二
中
地
区
コ
ミュニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長

　
野
中　
佑
起
男

　
11
月
17
日
〜
24
日
に
開
催
し
ま
し
た

「
第
27
回
二
中
地
区
文
化
祭
」
が
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
二

中
地
区
市
民
委
員
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、

自
治
会
、
各
種
団
体
、
小
中
学
校
の
皆
様

並
び
に
公
民
館
を
使
用
す
る
同
好
会
等
の

積
極
的
な
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
17
日
か
ら
開
催
し
ま
し
た
『
文
化
芸
術

展
』
で
は
、
小
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の

作
品
、
同
好
会
等
の
年
間
の
活
動
を
通
し

て
作
成
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
力
作
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
最
終
日
の
24
日
の
芸
能
大
会
で

は
、
児
童
や
生
徒
、
一
般
の
参
加
者
、
東

真
鍋
町
の
祭
囃
子
を
は
じ
め
、
同
好
会
等

の
皆
さ
ん
が
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

を
し
て
す
ば
ら
し
い
発
表
や
演
技
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
模
擬
店
で
は
、

煮
い
か
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、綿
あ
め
、ジ
ャ

ガ
餅
な
ど
す
べ
て
が
売
り
切
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
達
も
積
極

的
に
販
売
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
名
物
の
農
産
物
の
展
示
即
売
会
で

は
、
危
険
防
止
の
た
め
に
入
場
制
限
を
実

施
す
る
な
ど
、
関
係
者
の
皆
様
が
臨
機
応

変
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
最
後
ま
で
盛

況
の
う
ち
に
文
化
祭
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
大
勢
の
皆
様

に
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
文
化
祭
が
、
関
係
者
の
皆
様

並
び
に
地
域
の
皆
様
の
多
大
な
ご
協
力
に

よ
り
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、

二
中
地
区
公
民
館
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ア
ロ
ハ
！
　
リ
コ
フ
ラ
サ
ー
ク
ル

小
池　
幸
恵

　
二
中
地
区
公
民
館
の
講
座
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
フ
ラ
同
好
会
を
作
り
二
年
半
が
経
ち

ま
し
た
。
月
二
回
、
日
曜
日
の
午
前
中
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
思
え
ば
初
め
て
の
文
化
祭
で
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
の
時
に
は
私
達
も
緊
張
で
顔
が
こ
わ
ば

り
、
笑
顔
を
お
見
せ
す
る
こ
と
さ
え
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
三
回
目
の
文
化
祭
。

普
段
の
練
習
の
成
果
を
見
て
い
た
だ
く
大
切

な
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

い
つ
も
は
フ
ラ
を
楽

し
ん
で
い
る
私
達

も
、
文
化
祭
の
前
に

は
気
合
が
入
り
、
特

別
練
習
も
し
て
頑
張

り
ま
し
た
。

　
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
文
化
祭
当
日
。

こ
の
日
は
お
化
粧
も
特
別
で
す
。
つ
け
ま

つ
げ
に
ま
っ
赤
な
口
紅
。「
マ
マ
、
き
れ

い
！
」
そ
ん
な
声
が
そ
こ
か
し
こ
で
。

　
さ
て
今
年
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
笑
顔
と
共

に
皆
様
に
ハ
ワ
イ

の
風
を
届
け
ら
れ

た
で
し
ょ
う
か
？

ハ
ワ
イ
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
ら
私

達
も
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

農
産
物
提
供
者
御
芳
名

※
順
不
同　
敬
称
略　

　
◆
木
田
余
東

今
泉　
重
徳　
　
鳥
羽　
博
司

松
浦　
将
夫　
　
羽
成　
　
勇

渡
部　
芳
浩　
　
松
浦　
英
子

岩
瀬　
常
一　
　
酒
井　
あ
い

鈴
木　
正
男　
　
松
浦　
裕
之

松
浦　
俊
雄　
　
殿
岡　
一
男

鳥
羽　
久
良　
　
吉
田　
信
茂

羽
成　
照
昭　
　
松
浦　
春
夫

　
◆
木
田
余
中

久
松　
武
治　
　
山
本　
　
衛

山
本　
高
司　
　
山
本　
悦
子

久
松　
良
次　
　
山
本　
徹
夫

　
◆
木
田
余
西

小
野　
忠
一　
　
久
松　
正
人

琴友会

ハーモニックスゆうゆう

小中学生作品
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獅
子
頭
に
つ
い
て

獅
子
頭
彫
刻
研
究
会　
一
色　
干
城

　

私
達
は
、茨
城
獅
子
頭
彫
刻
研
究
会
土

浦
教
室
の
会
員
と
二
中
公
民
館
で
茨
城
伝

統
工
芸
士
の
彫
刻
家
、来
栖
龍
保
先
生
の
懇

切
丁
寧
な
御
指
導
に
よ
り
、主
に
、獅
子
頭

の
彫
刻
制
作
に
励
ん
で
い
ま
す
。
彫
る
物

は
他
に
神
楽
面
、創
作
面
等
で
会
員
各
々
が

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
制
作
に
切
磋
琢
磨
し

て
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。
行
き
詰
っ
た
と

き
は
す
ぐ
に
先
生
に
相
談
し
手
を
加
え
て

も
ら
っ
て
解
決
す
る
よ
う
に
し
て
ま
す
。

　
獅
子
頭
は
魔
除
け
、厄
除
け
等
の
守
り
神

と
し
て
縁
起
物
と
し
て
も
人
々
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
祭
り
に
は
豪
放
な
獅
子
舞
い
、

お
か
め・ひ
ょ
っ
と
こ
の
軽
妙
な
掛
合
い
踊

り
等
で
私
達
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
制
作
の
き
っ
か
け
は
不
器
用
な
自
分
を

試
し
て
見
よ
う
と
獅
子
頭
の
講
座
を
受
講

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
良
き
先
生
に
恵

ま
れ
、
会
員

の
平
均
年
令

は
75
才
で
す

が
、
各
自
が

意
気
軒
昂
で

制
作
意
欲
も

旺
盛
な
の
が

大
き
な
励
み

に
な
っ
て
い

ま
す
。

文
化
祭
と
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

ス
テ
ッ
プ
ワ
ン　
代
表

　
穏
や
か
な
小
春
日
和
の
中
、
地
区
の
皆

様
が
大
勢
集
ま
り
活
気
あ
ふ
れ
る
文
化
祭

に
な
り
ま
し
た
。
私
達
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
・
ス
テ
ッ
プ
ワ
ン
参
加
者
19
名
は
２
曲

の
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
た
。
１
曲
目
は

「
シ
ボ
レ
ス
バ
サ
ダ
」、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民

謡
で
収
穫
祭
等
で
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。
２

曲
目
は
「
ヤ
ン
ト
ウ
ホ
の
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
」、

こ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
貴
族
達
が
舞
踏
会

で
踊
る
も
の
で
、集
う
多
く
の
人
々
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ

る
様
に
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
私
達
の
日
頃

の
成
果
を
文
化

祭
で
披
露
し
ダ

ン
ス
を
通
し
て

地
域
の
皆
様
と

ふ
れ
あ
え
る
機

会
が
も
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
二
中
地
区
公
民
館
の
館
長
、
役
員
、
実

行
委
員
の
方
々
の
御
協
力
で
第
27
回
の
文

化
祭
が
盛
況
に
お
わ
っ
た
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
私
達
メ
ン
バ
ー
も
「
楽
し
く

健
康
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
か
い
た
絵

パ
ピ
エ　
小
い
ず
み　
み
や
び

　

わ
た
し
は
、パ
ピ
エ
で
水
さ
い
画
を

習
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
二
中
地
区
文
化
祭

で
、が
ん
ば
っ
て
か
い
た
絵
を
発
表
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
、メ
ロ
ン
、か
き
、り
ん
ご
、そ
れ

か
ら
な
し
を
、よ
く
か
ん
さ
つ
し
て
か
き

ま
し
た
。
く
だ
物
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形

が
あ
っ
て
、む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
く

だ
物
の
細
か
い
部
分
を
、絵
の
具
で
ぬ
っ

た
り
す
る
と
こ
ろ
も
む
ず
か
し
か
っ
た
で

す
。
か
げ
が
あ
る
と
こ
ろ
と
な
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、そ
れ
を
か
く
の
も
大
へ
ん
で

し
た
。
く
ふ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、絵
を
か
く
こ
と
は
む
ず
か
し
い
で
す
。

　
二
中
地
区
文
化
祭
に
か
ざ
ら
れ
て
い
る

自
分
の
絵
を
見

て
、と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
友
だ

ち
の
絵
も
、と
て

も
上
手
で
し
た
。

み
ん
な
み
た
い
に

上
手
に
な
れ
る
よ

う
に
、が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

　
ま
た
来
年
が
楽

し
み
で
す
。

天
谷　
陸
郎　
　
藤
崎　
武
男

小
林　
　
徹　
　
岡
田　
　
明

野
口　
憲
一　
　
小
野　
俊
雄

　
◆
木
田
余
沖

小
野　
和
子　
　
小
野　
一
男

高
原　
　
厚　
　
小
野　
丹
生

藤
崎　
一
男　
　
高
原　
芳
夫

黒
田　
茂
夫　
　
遠
藤　
　
繁

小
野　
昭
夫　
　
小
野　
俊
之

天
谷　
博
司

　
◆
西
真
鍋

岩
浪　
信
一　
　
須
藤　
恵
一

松
岡　
　
勇　
　
塚
本　
　
進

羽
方　
文
弥　
　
塙　
　
一
男

岩
浪　
英
一　
　
栁
澤　
朝
子

軽
部　
信
二

　
◆
東
真
鍋

海
老
原
一
郎

　
◆
殿
里
東

菊
田　
忠
良　
　
菊
田　
恒
雄

菊
田　
　
明　
　
菊
田　
泰
弘

菊
田　
保
男　
　
吉
田　
　
進

　
◆
殿
里
西

岡
田　
文
男　
　
大
塚　
政
雄

小
沼　
一
雄　
　
岡
田　
豊
水

岡
田　
　
清　
　
岡
田　
寿
夫

岡
田　
孝
雄

　
◆
そ
の
他

南
川
幸
之
進　
　
小
島　
　
護
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主な担当事項 実施月日 事業内容

福祉部
　地域福祉への参加協力
　ふれあいネットワークへの
　　　　　　　　　参加協力など

7月 28日 窓愛園行事への参加、協力
9月 29日 福祉映画鑑賞会「わたしの人生（みち）」
10月 27日 認知症サポーター養成講座　開催
11月 24日 文化祭で、社協「福祉の店」に協力
　福祉の輪を広げていこうと、窓愛園庭にて、園児たちと共にバーベキューを楽しみ
ました。食材の準備から始め、焼き上がるのを待ち「おいしいね」と、楽しいひとと
きを過ごしました。
　福祉映画鑑賞は、社会的に問題視されている認知症について正しい知識を得、その
予防対策の研修の場となりました。余韻の冷めぬうちに社教共催の認知症サポーター
養成講座を開催し、「まなべの福祉」をこれからもより進めて行こうと痛感しました。

安全部
　　交通安全思想の啓発
　　防災防犯活動の推進

月１回 防犯パトロール（真鍋地区）
4月 6日 ｢真鍋のさくらを楽しむ集い」で車両誘導係
8月 31日 青色灯パトロール車講習会実施（車両購入など）
11月下旬　他 交通安全街頭キャンペーンに参加（春、夏、年末）
1月中旬 新年懇親会　
2月中旬　予定 出前講座「放射能と私たちの生活 part３」
2月下旬　予定 勉強会「生活に役立つ法律講座」
3月中旬　予定 AED講習会（第４回）　　　　　　　　　　
　安全部の年間事業は、部員からの提案により上記のように実施しています。

スポーツ健康部
　各種スポーツレクリエーション活動
　健康づくり　健康教室

6月 19日 バスハイキング「千葉県 鋸山」
8月 4日 真鍋小学校なでしこラジオ体操　協力
10月 13日 二中地区市民体育祭　協力
11月 12日 バスハイキング「栃木県 塩原」
　私たちの部は、いつまでも健康で明るい毎日を楽しく過ごす事を目標としています。

環境部
　ゴミの減量化資源化運動
　環境美化　水質浄化運動　
　花いっぱい運動

6月 花いっぱい運動、グリーンカーテン運動
11月 1、2日 土浦市環境展　協力
12月 14日 ポイ捨て防止看板設置（ポスターは真鍋小児童に依頼）
　部員と公民館職員の共同作業でサルビア、マリーゴールドをプランターで入口付近
へ、また、　中庭花壇には朝顔とゴーヤでグリーンカーテンを設置、見事に「花いっ
ぱい運動」のコンクールで優秀賞に輝きました。
　ポイ捨て防止ポスターは、環境展と二中地区文化祭に展示された後は、看板として
各地区の環境美化に使われました。

青少年育成部
　非行防止キャンペーン
　地域と学校との連携強化
　親子教室　講演会など

月１回 チャレンジクラブ事業　協力
8月 25日 地域パトロール（鹿島神社例大祭時）
　私たちは、責任を持って青少年に真剣に向き合い対応しています。チャレンジクラ
ブでは、挨拶から始まり、そして様々な「遊び」の中で沢山の体験をするであろう子
ども達を温かく見守り、また、成長する姿に喜びを味わっています。それが青少年育
成部の “おたのしみ ”なの です。

文化広報部
　広報誌発行　文化講演会等の開催
　公民館講座への参加推進

9月 1日 ｢やすらぎ３７号」発行
2月 1日 ｢やすらぎ３８号」発行
2月 16日 予定 ケーナコンサート（p.7参照）
　お願い：「やすらぎ」に載せたい地域の色々な情報をお寄せ下さい。

＊上記以外に、各部とも下記の事業への参加協力がありました。
・二中地区文化祭（11月17～24日）
・合同視察研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・「土浦市まちづくり市民会議」（土浦市）　この市民会議は、地区市民委員会の上部組織で、地区市民を束ねる
中央組織として設立され、各市民委員会のまちづくり活動などの情報交換の場として運営されています。各
部の代表が年に数回の会議等に出席しています。

平成25年度　二中地区市民委員会専門部事業報告
（4）



海
賊
と
よ
ば
れ
た
男
（
上
・
下
）

	

百
田　
尚
樹

野
崎
さ
ん
の
お
い
し
さ
か
さ
増
し
ダ
イ

エ
ッ
ト
レ
シ
ピ	

野
﨑　
洋
光

64　
ロ
ク
ヨ
ン	

横
山　
秀
夫

医
者
に
殺
さ
れ
な
い
47
の
心
得

	

近
藤　
　
誠

看
板
の
な
い
居
酒
屋	

岡
村　
佳
明

犬
か
ら
聞
い
た
素
敵
な
話	

山
口　
花

人
生
が
と
き
め
く
片
付
け
の
魔
法

	

近
藤
麻
理
恵

ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証
第
Ⅲ
部　
法
廷

	

宮
部
み
ゆ
き

麒
麟
の
翼	

東
野　
圭
吾

ふ
く
わ
ら
い	

西　
加
奈
子

花
の
立
体
切
り
紙	

大
原
ま
ゆ
み

図
書
だ
よ
り

図
書
だ
よ
り

★
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

　
公
民
館
一
階
ロ
ビ
ー
の
本
棚
に
、
リ
サ

イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
公
民
館
の
蔵
書
の
中
で
、
自
館
で
購
入

し
、
貸
し
出
し
期
間
の
終
わ
っ
た
本
を
、

ご
希
望
の
方
に
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、い
つ
も
と
違
っ
た
ジ
ャ

ン
ル
の
本
を
手
に
取
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
違
う
世
界
が
開
け
る
か
も
。

★
新
着
図
書
紹
介

　
社
協
真
鍋
支
部
で
は
、
二
中
地
区
公
民

館
に
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
常
駐
の
相
談
員（
地
域
ケ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
が
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
く
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
公
民
館
に
相
談
員
を
配

置
し
て
い
る
の
は
珍
し
く
、
他
市
町
村
に

な
い
特
色
で
す
。

　
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
中
で
、
特
に
多
い

の
が
認
知
症
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
方

に
関
す
る
相
談
で
す
。
病
気
や
行
動
が
理

解
さ
れ
ず
に
地
域
か
ら
孤
立
し
て
し
ま
っ

た
り
、
近
所
ト
ラ
ブ
ル
、
親
族
に
支
援
者

が
い
な
い
こ
と
等
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
相
談
の
中
で
、
問
題
が
複
雑
で
介
入

が
必
要
な
ケ
ー
ス
は
、
専
門
職
が
連
携
し

て
総
合
的
に
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
族
や
地
域
の
中
で
生
活
上
の
問
題

を
抱
え
た
方
、
心
配
と
感
じ
る
方
が
お
り

ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い
。

（
相
談
受
付
）

火
曜
〜
日
曜
（
祝
祭
日
休
館
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　
小
学
四
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
三
十

名
が
、
社
会
性
向
上
、
体
力
の
増
進
、
郷

土
愛
の
醸
成
、
環
境
に
対
す
る
関
心
の
向

上
、
健
全
な
育
成
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
青
少
年
育
成
部
と
ス
ポ
ー
ツ
健
康

部
の
指
導
・
協
力
の
も
と
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

5
月　
開
講
式
と
マ
ジ
ッ
ク
教
室

6
月　
野
外
遊
び
と
う
ど
ん
作
り

　
　
　
（
白
浜
少
年
自
然
の
家
）

7
月　
霞
ヶ
浦
の
生
態
系
の
観
察

　
　
　
（
霞
个
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
）

8
月　
Ｆ
１
カ
ー
見
学
と
自
然
体
験

　
　
　
（
栃
木
県
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
）

9
月　
絵
手
紙
作
成

　
　
　
（
敬
老
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

10
月　
「
防
災
」
体
験

　
　
　
（
松
戸
市
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
）

11
月　
筑
波
山
登
山
に
挑
戦

　
　
　
二
中
地
区
文
化
祭
に
参
加

12
月　
新
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
宇
宙
科
学

を
体
験

　
　
　
（
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
）

1
月　
身
近
な
科
学
（
浮
沈
子
）
に
挑
戦

2
月　
チ
ャ
レ
ン
ジ
特
製
ラ
ン
チ
の
調
理

実
習
と
試
食

　
　
　
閉
講
式
（
感
想
発
表
）

　
「
土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
で

は
、
明
る
く
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
憲
章
制
定
の

こ
こ
ろ
を
理
解
し
、
身
近
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
、
地
域
の
た
め
に
長
年
継
続
し
て

実
施
し
、
多
大
な
功
績
を
あ
げ
て
い
る
個

人
や
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
二
中
地
区
で
は
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
菊
田
陽
介
さ
ん

（
神
立
町
在
住
・
あ
づ
ま
會
会
員
）

あ
づ
ま
會
会
員
の
中
心
と
な
り
、
地
域

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
青
少
年
育
成
と
地

域
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

●
鈴
木
紀
男
さ
ん（

木
田
余
東
台
４
丁
目
）

町
内
各
種
行
事
、
防
犯
活
動
な
ど
で
、

地
域
住
民
と
の
連
帯
意
識
向
上
の
た
め

献
身
的
に
活
動
し
、
地
域
住
民
の
模
範

で
あ
り
、
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

●
金
子
慶
助
さ
ん（

木
田
余
東
台
４
丁
目
）

町
内
各
種
行
事
な
ど
、
特
に
子
ど
も
達

の
育
成
を
通
じ
、
住
民
と
の
連
帯
意
識

向
上
の
た
め
献
身
的
に
活
動
し
、
地
域

住
民
の
模
範
で
あ
り
、感
謝
さ
れ
て
い
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

事
業
報
告

事
業
報
告

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

社
会
福
祉
協
議
会
真
鍋
支
部

　
　
　
　
　
　
　飯
塚
　喜
倫

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

何
か
お
困
り
の
こ
と

　
　
　
　あ
り
ま
せ
ん
か
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五
丁
目
に
は
、
区
民
の
誇
る
緑
の
杜
、

八
坂
神
社
が
あ
り
、
秋
の
深
ま
り
と
共
に

落
ち
葉
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

さ
わ
や
か
環
境
推
進
員
・
市
民
委
員
環
境

部
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
区
民
の
皆
様
か

ら
毎
年
回
覧
板
で
参
加
者
を
募
り
清
掃
し

て
い
ま
す
（
十
一
月
か
ら
十
二
月
二
十
日

前
後
・
毎
週
土
曜
日
午
前
七
時
か
ら
八
時

頃
ま
で
、
雨
天
中
止
）。
参
加
さ
れ
た
皆

様
が
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を

掛
け
合
い
、
箒
で
落
ち
葉
を
集
め
、
笑
顔

で
言
葉
を
交
わ
す
姿
は
清
々
し
く
気
持
ち

の
良
い
情
景
で
す
。
落
ち
葉
を
整
理
し
て

き
れ
い
に
す
る
と
同
時
に
、
お
互
い
の
交

流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
交
流
が
五
丁
目
の
住
民
と

し
て
の
「
絆
」
を
一
層
強
め
て
い
く
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

真
鍋
六
丁
目
が
創
立
し
て
三
十
八
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
現
在
の
六
丁
目
を
築
き

上
げ
て
く
れ
た
の
は
町
会
の
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

六
丁
目
に
は
合
い
言
葉
が
あ
り
、
六
丁

目
に
住
ん
で
い
る
人
々
が
信
頼
と
思
い
や

り
を
持
っ
て
協
力
し
合
い
、「
六
丁
目
に

住
ん
で
良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
ん
で

居
た
い
。
さ
ら
に
誇
り
の
持
て
る
明
る
く

て
き
れ
い
な
住
み
よ
い
町
で
あ
り
た
い
」

を
皆
で
望
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
六
丁
目

の
安
心
安
全
を
維
持
し
、
年
間
を
通
し
て

数
々
の
行
事
や
地
域
活
動
を
推
進
す
る
た

め
に
、
町
会
役
員
、
支
援
団
体
「
富
士
見

会（
老
人
会
）昭
和
会（
青
年
会
）六
桜
会

（
婦
人
部
）育
成
会
」、
各
班
長
さ
ん
を
始

め
町
会
の
皆
様
に
ご
協
力
を
頂
き
絆
を
深

め
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
真
鍋
町
は
、
六
百
軒
弱
の
世
帯
が
あ

り
、
千
三
百
余
人
の
人
が
住
ん
で
い
る
町

で
す
。
現
在
「
使
え
る
時
間
を
、
出
来
る

事
を
、
出
し
合
え
る
ま
ち
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
安
全
・
安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
活
動
も
協
力
的
で
、

特
に
、
鹿
島
祭
礼
。
そ
し
て
二
十
三
年
ま

で
六
連
覇
し
た
市
民
体
育
祭
の
偉
業
が
そ

こ
に
表
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
自
分
の
居

住
す
る
ま
ち
へ
の
思
い
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
課
題
も
山
積
す
る
中
で
す
が
、

そ
の
思
い
を
よ
り
結
集
し
、
先
進
的
な
取

り
組
み
に
教
え
を
乞
い
、
住
民
の
交
流
を

深
め
誰
も
が
よ
り
好
き
に
な
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

真
鍋
小
学
校
発
祥
の
地
で
あ
る
西
真
鍋
町

は
、昔
か
ら
農
村
地
区
と
し
て
繁
栄
し
て
来

た
町
で
す
。近
年
は
兼
業
農
家
が
多
く
な
り
、

分
譲
住
宅
も
増
え
新
し
く
住
ま
わ
れ
る
人
々

と
の
交
流
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
鹿
島
神
社
祭
礼
や
市
民
体
育
祭
や
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、

町
内
の
雰
囲
気
も
明
る
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、祭
礼
や
体
育
祭
で
は
、ご
婦
人

達
の
炊
事
担
当
で
美
味
し
い
御
飯
を
頂
い
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、体
育
祭
で
は
毎
年
良
い

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、木
曜
日
は
高
齢
者
の

担
当
で
小
学
生
の
下
校
時
に
合
わ
せ
て
一
時

間
、土
曜
日
は
若
い
人
の
担
当
で
午
後
八
時

か
ら
安
全・安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、犯

罪
の
な
い
明
る
い
町
を
目
指
し
て
町
内
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

木
田
余
町　
　
　
　
川
島　
一
男

木
田
余
東
台
一
・
二　
　
南
川
幸
之
進

木
田
余
東
台
三・四・五　
櫻
井　
光
市

木
田
余
西
台　
　
　
　
糟
谷　
邦
弘

真
鍋
新
町　
　
　
　
和
知　
五
月

殿

里　
　
　
　
菊
田　
和
男

若

松

町　
　
　
　
鈴
木　
雅
美

東

都

和　
　
　
　
吉
田　
俊
夫

真
鍋
一
丁
目　
　
　
　
山
口　
卓
三

真
鍋
二
丁
目　
　
　
　
塙　
　
　
武

真
鍋
三
丁
目　
　
　
　
皆
藤　
嘉
宏

真
鍋
四
丁
目　
　
　
　
勝
間
田
貞
美

真鍋五丁目
羽 生 佐 洪

趣味：美術鑑賞・陶磁
器の水滴収集

真鍋六丁目
大 川 勝 己

趣味：ゴルフ・陶芸
　　　そば打ち

東真鍋町
高 橋 和 興

趣味：読書・ウォー
キング・登山

西真鍋町
軽部孝次郎
趣味：ウォーキング

スポーツ観戦

二中
地区
二中
地区
地
区
長
紹
介
（２）

今
回
は
、
真
鍋
五
丁
目
・
真
鍋
六
丁
目
・
東
真
鍋
町
・
西
真
鍋
町
の

区
長
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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受
講
生
か
ら
の

受
講
生
か
ら
の

受
講
生
か
ら
の

受
講
生
か
ら
の

声声声声
前期・後期

公
民
館
を
朝
八
時
過
ぎ
に
出
発
し
た
バ

ス
は
東
京
・
千
駄
ヶ
谷
の
国
立
能
楽
堂
に

早
め
に
着
き
ま
し
た
。

講
座
は
こ
の
能
楽
堂
主
催
の
「
能
楽
鑑

賞
教
室
」
に
参
加
す
る
と
い
う
も
の
で
、

開
演
前
、安
土
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
の「
国

宝
級
」
の
能
面
の
“
古
典
”
に
も
触
れ
る

お
ま
け
つ
き
で
し
た
。

私
達
は
小
学
生
の
団
体
さ
ん
た
ち
と
一

緒
に
能
舞
台
の
正
面
席
に
座
り
、狂
言「
清

水
」と
能「
黒
塚
」の
二
つ
の
演
目
を「
能

楽
の
た
の
し
み
」
と
い
う
現
役
の
演
者
に

よ
る
解
説
付
き
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。

憧
れ
だ
け
で
縁
遠
い
存
在
だ
っ
た
能
楽

の
世
界
が
、
今
回
の
講
座
で
一
気
に
と
て

も
身
近
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
秋
に
土
浦
で
も
開
催
さ
れ
る
「
薪

（
た
き
ぎ
）
能
」
な
ど
を
人
生
後
半
戦
の

楽
し
み
の
一
つ
と
し
て
是
非
活
用
し
た
い

と
い
う
思
い
を
深
め
た
一
日
で
し
た
。

二
中
地
区
公
民
館
で
以
前
お
世
話
に

な
っ
た
時
に
ム
ー
ビ
ン
グ
ス
ト
レ
ッ
チ
を

知
り
、
日
頃
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
凝
り
固

ま
っ
た
肩
や
腰
を
労ね
ぎ
らっ

て
あ
げ
た
い
と
思

い
受
講
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
体
の
調
子
を
確
認
。「
相
変
わ

ら
ず
凝
っ
て
る
な
ぁ
」
と
実
感
。
鈴
木
先

生
の
レ
ク
チ
ャ
ー
に
耳
を
傾
け
、
手
足
の

ツ
ボ
が
こ
ん
な
に
体
全
体
に
直
結
し
て
い

る
の
か
と
説
明
を
受
け
、
実
際
に
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
体
感
し
ま
し
た
。

驚
き
の
体
験
！
と
て
も
、
体
が
軽
く
な

り
、
手
や
肩
の
動
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
う
ー
ん
」
と
頑
張
ら

な
い
の
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
。
一
生
懸
命

や
っ
て
力り
き

ん
で
し
ま
う
と
、
効
果
が
出
な

い
と
の
こ
と
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
体
を

緩ゆ
る

め
て
、
ム
ー
ビ
ン
グ
し
な
が
ら
ス
ト

レ
ッ
チ
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
受
講
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
に
す
っ
か
り

引
き
込
ま
れ
、
毎
回
楽
し
く
参
加
し
て
い

ま
す
。

講
座
で
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の

石
澤
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

家
庭
で
簡
単
に
作
れ
る
料
理
を
い
ろ
い
ろ

作
り
ま
す
。
実
際
に
作
り
方
を
見
せ
て
く

れ
る
の
で
イ
メ
ー
ジ
も
し
や
す
く
、
分
か

り
や
す
い
の
が
魅
力
で
す
。
初
心
者
で
も

簡
単
に
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
思
っ
て

「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
ゆ
く
」
で
知
ら
れ

る
、
南
米
の
伝
統
管
楽
器
の
ケ
ー
ナ
。
そ
の

音
色
は
私
た
ち
の
心
の
琴
線
に
触
れ
、
と
き

に
は
郷
愁
を
誘
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ン
デ
ス

の
風
の
音
色
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
16
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　
二
中
地
区
公
民
館
集
会
室

　
　
　
入
場
無
料

主
催　
二
中
地
区
市
民
委
員
会
文
化
広
報
部

「
古
典
芸
能
に
親
し
む
」
に
参
加
し
て

「
古
典
芸
能
に
親
し
む
」
に
参
加
し
て

今
井
　健
治

「
ム
ー
ビ
ン
グ
ス
ト
レ
ッ
チ
」
講
座

「
ム
ー
ビ
ン
グ
ス
ト
レ
ッ
チ
」
講
座

大
竹
　裕
美
子

「
楽
々
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
受
講
し
て

「
楽
々
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
受
講
し
て

和
田
　麻
奈
美

　

４
月
６
日
（
日
）
桜
ま
つ
り

で
、
真
鍋
二
丁
目
公
民
館
屋
上

を
10
時
よ
り
17
時
ま
で
一
般
開

放
い
た
し
ま
す
。
屋
上
か
ら

の
新
川
沿
い
の
桜
の
眺
め
は
、

素
晴
ら
し
い
の
で
、
ぜ
ひ
足
を

お
運
び
下
さ
い
。

真鍋二丁目  桜まつり
渡
辺
大
輔
ケ
ー
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ア
ン
デ
ス
の
鼓
動
〜

い
た
よ
り
も
手
軽
に
作
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
な

が
ら
、
味
は
予
想
を
超
え
た
本
格
派
。
調

理
後
、
み
ん
な
で
食
卓
を
囲
む
時
間
が
毎

回
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
お
い
し
い
料
理

を
前
に
会
話
も
よ
り
弾
み
、
仕
事
後
の
素

敵
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
後
も
ど
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
す
る

の
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
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好
天
に
恵
ま
れ
た
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
文

化
祭
」。
38
号
は
、
そ
の
賑
わ
い
を
伝
え
る
誌

面
特
集
と
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
各
種
活
動
や
地
域
の
ス
ポ
ッ
ト

紹
介
等
、
親
し
み
や
す
い
広
報
誌
発
行
を
目

指
し
て
行
き
ま
す
の
で
御
期
待
下
さ
い
。

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

こ
の
神
社
は
現
在
木
田
余
東
台
二
丁
目

に
在
り
ま
す
。
平
安
時
代
初
期
創
建
の

伝
承
由
緒
あ
る
地
域
の
守
護
神
「
明
神

様
」
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。
永
い

年
月
を
経
た
神
社
の
各
社
殿
は
近
年
老
朽

化
、
損
傷
が
甚
だ
し
く
速
や
か
な
対
策
を

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

で
は
か
ろ
う
じ
て
倒
壊
を
ま
ぬ
が
れ
ま
し

た
が
、
氏
子
、
崇
敬
者
か
ら
再
建
や
む
な

し
の
声
が
上
が
り
、
そ
の
後
、
各
方
面
の

関
係
者
の
賛
同
を
得
て
「
鹿
島
神
社
社
殿

改
築
事
業
」
と
し
て
各
町
内
か
ら
推
薦
さ

れ
た
委
員
に
よ
り
建
設
委
員
会
を
設
立
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
地
域
住
民
の
賛
同

を
得
た
寄
進
に
よ
り
遂
行
す
る
こ
と
に
な

り
、
六
月
初
め
に
各
町
内
に
「
募
財
趣
意

書
」
を
回
覧
し
て
御
理
解
を
頂
い
た
後
、

七
月
か
ら
寄
進
の
お
願
い
に
廻
り
ま
し

た
。尚
本
年
は
神
社
再
建
を
優
先
す
る
為
、

木
田
余
祭
礼
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様

の
御
協
力
の
お
陰
で
八
月
末
に
は
寄
進
額

目
標
を
達
成
出
来
ま
し
た
。

建
設
開
始
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
、

上
棟
式
は
十
月
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
地
域
の
皆
さ
ん
、
多
く
の
子
供
達

が
集
い
「
も
ち
ま
き
」
等
、
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

七
五
三
合
同
祈
願
祭
（
写
真
）
が
十
一

月
十
日
に
建
設
途
中
の
社
殿
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
竣
工
式
は
平
成
二
十
六
年
二
月
吉

日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

神
社
と
は
、
地
域
住
民
の
「
日
々
の
感

謝
の
心
」
を
写
す
鏡
で
あ
り
、
先
人
が
育

ん
で
き
た
伝
統
文
化
を
、
今
後
も
継
承
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
田
余
鹿
島
神
社

木
田
余
鹿
島
神
社

　
去
る
十
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
市
民
体

育
祭
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝　

木
田
余
東
台

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
各
種
得
点
種
目

に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
応
援
し
ま
し
た
。

中
で
も「
ム
カ
デ
競
走
」で
転
倒
し
最
下
位

に
な
っ
た
時
は
優
勝
は
無
理
か
と
思
い
ま

し
た
が
、
最
後
の「
年
齢
別
リ
レ
ー
」で
二

位
と
な
り
逆
転
で
念
願
の
初
優
勝
が
出
来

ま
し
た
。

◇
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝　

西
真
鍋
町

　
優
勝
に
向
け
て
練
習
し
た
成
果
を
発
揮

し
、「
三
球
リ
レ
ー
」「
ム
カ
デ
競
走
」「
年

令
別
リ
レ
ー
」
で
一
位
と
な
り
、
見
事
目

標
を
達
成
で
き
ま
し
た
。

　
特
に
若
い
人
の
活
躍
が
著
し
く
、
連
覇

も
夢
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

小学生リレー(連
覇継続中）

ムカデ競走
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